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Abstract: In this paper, we clarify the differences between the shear resistance mechanism of PCaPC members and that of RC 

members. It is necessary to evaluate the ultimate shear strength of in consideration of the influence of prestress on the New RC 

equations. 

 

１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに 

 前報(その 1)で PCaPC 試験体と RC 試験体のせん断

終局強度の検討を既存のせん断終局強度式で行った．

しかし，既存の評価式ではせん断抵抗メカニズムの違

いから両試験体にそのまま適応できない結果となった．

そこで，PC 規準式よりも PC 試験体に対する適合性が

良好な修正 PC 規準式[5]で同様の検討を行ったが，PC

規準式同様 RC 試験体に対する適合性が劣る結果とな

った．そこで，本報告では PCaPC 試験体と RC 試験体

のせん断抵抗メカニズムが異なる要因を明らかにする．

また，広域な RC 部材の実験データに基づいて提案さ

れている New RC 式にプレストレス力を加味したもの

で，せん断終局強度の検討を行う． 

 

２２２２. . . . １１１１    緊張力レベルが平均付着応力に及ぼす影響緊張力レベルが平均付着応力に及ぼす影響緊張力レベルが平均付着応力に及ぼす影響緊張力レベルが平均付着応力に及ぼす影響    

Figure 1は，縦軸に最大荷重時における平均付着応力

τ̄b，横軸に緊張力レベルPe / Tpyを取り，この平面上に軸

力比1/6のS-1，S-2，S-4試験体(PCaPC)とS-9，S-10試験

体(RC)の結果をプロットしたものである．この図より，

平均付着応力は、緊張力レベル0のRC試験体が最大と

なり，緊張力レベルがゼロから17.5%になると急激に減

少していき，17.5%から35%に増加するに従って緩やか

に減少することが分かる．また，せん断補強筋比0.4%

（図中，■）から0.6%（図中，●）への上昇による平

均付着応力の増加はPCaPC試験体よりRC試験体のほ

うが大きい．これらは前報(その1)で述べたRC試験体

がトラス機構による負担せん断力を過大評価し，

PCaPC試験体がトラス機構による負担せん断力を過小

評価した結果に対応していることが分かる．またこの

結果がPCaPC試験体とRC試験体のせん断抵抗メカニ

ズムの違いに起因していると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２....２２２２    New RCNew RCNew RCNew RC式に対する軸力と緊張力の影響式に対する軸力と緊張力の影響式に対する軸力と緊張力の影響式に対する軸力と緊張力の影響    

 Figure 2は，縦軸に最大荷重正負平均を前報(その1)

の(2)式に示したNew RC式の計算値で除したもの（Qeu / 

Qsu2），横軸に軸力比ηoを取り，S-1～S-10からpw=0.6%

の試験体だけを抜き出してプロットしたものである．

この図より，以下のことが指摘できる． 

 1)緊張力レベル35%の試験体（図中，○ □ ◇ △）

のNew RC式の計算値は実験値を若干過小評価してい

るが軸力比の違いによる計算精度への影響は見られな

い． 

2)軸力比1/6の試験体（図中，× ● ○）は緊張力レ

ベルが小さくなるにつれて実験値に対するNew RC式

の計算値の過小評価傾向が改善されている．また緊張

力レベル17.5％，軸力比1/6の試験体(図中，●)は緊張

力レベルが35％の試験体よりRC試験体の計算精度に

近づいている．このことからNew RC式をベースとした

評価式によりPCaPC試験体のせん断終局強度を精度よ

く評価するためには，プレストレス力によるせん断抵

抗メカニズムへの影響を考慮しなければならないと考

えられる． 
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２２２２....３３３３    緊張力が緊張力が緊張力が緊張力がNewNewNewNew    RCRCRCRC式に与える影響式に与える影響式に与える影響式に与える影響    

(3)式は(2)式の New RC 式中の軸力項 ηoにプレスト

レス項 ηgを累加したものである．Figure 3 は縦軸に最

大荷重正負平均を(3)式の計算値で除したもの（Qeu / 

Qsu3），横軸に帯筋比 pw を取り，(その 1)で示した

PCaPC試験体とRC試験体総計 10体の結果をプロット

したものである．この図より，軸力項 ηoにプレストレ

ス項 ηgを累加してもNew RC式が有する PCaPC試験体

のトラス機構による負担せん断力を過大評価，アーチ

機構による負担せん断力を過小評価する傾向は若干緩

和しているものの十分に改善されていないことが分か

る． 

  θφ tancot 33 ⋅+⋅⋅⋅= aywwpsu CfpjbQ   ------ (3a) 

ここに， 2/})cot1({ 2
33 ywwBa fpDbC ⋅⋅+−⋅⋅= φσν  (3b) 

       
3/1

3 )}(21{7.1 −
⋅++⋅= Bgo σηην  ----------------- (3c) 

    1),,min(cot ≥= CBAφ  ---------------------------- (3d) 

       )(32 goA ηη +⋅−=   

       )tan/( θ⋅= DjB p   

       1)}/({ 3 −⋅⋅= ywwB fpC σν   

ηo = 軸力比 )/( BDbN σ⋅⋅=  

ηg = プレストレスレベル )/( Be DbP σ⋅⋅=  

ただし, 2/3 Byww fp σν ⋅≤⋅ かつ Byw f σν ⋅≤ 2125  - (3e) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ    

 1) 最大荷重時における PC 鋼材の平均付着応力は緊

張力レベル 0 の RC 試験体が最大となり，緊張力レベ

ルが 0 から 17.5%になると急激に減少し，17.5%から

35%に増加すると緩やかに減少した．この結果は

PCaPC 試験体と RC 試験体のせん断抵抗メカニズムの

違いに起因している．  

 2) 軸力比と緊張力レベルを実験要因とした帯筋比

0.6%の試験体の New RC 式による計算精度を検討した

結果，緊張力レベル 35%の試験体計 7 体の New RC 式

の計算値は実験値を若干過小評価しているが軸力比の

違いによる影響は見られなかった．一方，軸力比 1/6

の試験体計 7 体は緊張力レベルが小さくなるにつれて

実験値に対する New RC 式の計算値の過小評価傾向が

改善されRC試験体の計算精度に近づく結果となった．

この結果から New RC 式をベースとした評価式で

PCaPC 試験体のせん断終局強度を精度よく評価するた

めには，プレストレス力によるせん断抵抗メカニズム

への影響を加味しなければならない． 

 3) New RC 式中の軸力項 ηoにプレストレス項 ηgを累

加したものでせん断終局強度の検討を行った結果

PCaPC 試験体のトラス機構によるせん断耐力を過大評

価，アーチ機構によるせん断耐力を過小評価した．プ

レストレス力を軸力と同等に評価しても，New RC 式

の PCaPC 試験体に対するトラス・アーチ機構の負担せ

ん断力を精度よく評価することはできない結果となっ

た． 
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Figure 2. Qeu/Qsu2 VS. ηo 
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Figure 3. Qeu/Qsu3 VS. pw    
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